















































































































































































































































































































































































































































































































































Evry 24 14 20 39 オルリー空港近傍
Cergy－Ponto　i　se25 15 6 20 ラ・デファンス地@区との接続
Se　i　ne－Ouent　i　nen
@　Yvelines 30 22 9．5 34 ベルサイユ近傍
name－la●Va116e10 28 13 34 ロワッシーに近接
nelun－S6nart35 18 8 30 一
　これらの都市の開発は，高層住宅団地を主体としたもので進められるものが多く，入居者
は，比較的中産階級によって占められているが，フランス人の気質にはなじめないものが少
なくなかった．このためMarne－La－Valleeのように明確な地区中心を持たないままに，低層
もしくは一戸建て住宅を主体としたものにつくられているところもある．筆者が2001年5
月にこれらの全地区を調査した結果では，鉄道駅を中心とした地区は，高密度な高層住宅を
っくり，緑やオープンスペースが少なく，アメニティに欠ける点が見られる．このことにつ
いては都市環境創造コンサルタント社長ジャン・クロード・ラリット氏への今回のインタ
ビューでも裏付けられた
（Fig．18，　Fig．19），
　しかしこれらの地区の
郊外の開発は戸建て住宅
が多く，相応の整備がな
されているが，余りにも
広域にわたる開発である
ため，鉄道駅と地区とは
自動車利用に頼らざるを
得ない面がある。フラン
スの都市開発は，可能な
限り，住宅地の人間生活
空間に既存の広い池や湖　　　Fi9・18　Squa「e°f　Ce「9y　P°nt°ise（Ph°t°9「aPhed　by　HORIE）
沼を採り入れると共に，人工的にも水空間を造成していることに特徴がみられる．この点は，
評価されるべきものであると考える．しかし20世紀最後を華々しく飾ったこれらの都市整
備はおおむね終焉を迎えているとみられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　9．まとめ
ハワードが提唱した田園都市構想は，当初夢物語としか考えられなかった．しかしハワー
ドの私利私欲のない都市づくりへの不屈の情熱に，人は次第に理解を示すこととなった．
ハワードの田園都市思想と都市形成の変遷一イギリス・レッチワースを例として一
　レッチワースの田園都市づくりは土地の
私有を認めず，自給自足を基本とした自己
完結型ともいえるもので，すべての面にお　　　　　　A　・h麟㌦
いて，当時としては，すべてが斬新な発想で
あった，事実，住宅は白色を基調としたデザ
インによって美しく飾り，豊富な緑空間や
のびやかにカーブをする広幅員の道路，文
化，芸術施設も計画にとり込んだグランド
デザインを，パーカーとアンウィン2人の建
築家も混えて，具体的に都市として形成化
させていったことは見事であった．事実，ロ
ンドンと比較してこのレッチワースでは肺
結核死亡率が，いちじるしく少なかったこ　“
とも，レッチワー一一・一一スが健全な都市としてつ
くられたことを物語っている．
ハワードの思想に賛同した世界の都市
計画家達は，1913年に国際田園都市計画協　Fi9・19　Condominium　at　Creteil　in　the
　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paris　Region（photographed　by　HORIE）
会を設立したが，ハワードはその会長に選
任されている．この協会はその後発展を続け，現在の「国際住宅・計画連合」（IFHP）の国際
的組織に発展している．このようにハワードが播いた種は，世界の都市づくりや国際団体活
動など，世界に広く輪を広げ立派に結実して今日に至っている，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝辞
　レッチワースの研究並びに本論文作成のために，筆者がレッチワースを訪問した際，オッ
クスフォード大学に官費留学中であった中島恵理さん（現環境省地球環境局地球温暖化対
策課係長）のご協力を得た．ここに謝意を表する次第である．また本論文最終とりまとめ作
業で，当大学大学院修士課程で学ぶ片野仁志君の協力を得たことも付記する，
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